
長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　◇：午前のみ　☆：午後のみ　▼：11時診療開始　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　

■：第１・３・５週　□：第２・４週　★：第3週のみ　▽：第3週は午後のみ

平井一也（呼吸器、肺がんの画像および内視鏡診断と治療、ARDSなどの透過性亢進型肺水腫）
吉池文明（呼吸器）
後藤憲彦（呼吸器）

滝澤秀典（呼吸器）
鈴木祐介（呼吸器）

池田宇一（循環器）
三浦　崇（循環器）
滝　美波（循環器）

笠井俊夫（循環器）
小林隆洋（循環器）
翁　佳輝（循環器）

西井　裕（糖尿病、内分泌・代謝疾患）
渡邉貴子（内分泌・代謝疾患）
佐野麻美（内分泌・代謝疾患）

掛川哲司（腎臓）
山﨑大樹（腎臓）

長谷部修（消化管および膵胆道疾患、内視鏡）
原　悦雄（消化器、胃腸、内視鏡）
越知泰英（消化器、内視鏡）
関亜矢子（消化器、内視鏡）
櫻井晋介（消化器）
北畠央之（消化器）

金井圭太（消化器）
宮澤鷹幸（消化器）

宗像康博（消化器 ※食道、胃、大腸　内視鏡外科）
関　仁誌（消化器 ※肝臓、胆道、膵臓）
高田　学（消化器）
関野　康（消化器）
高橋祐輔（消化器 ※肝臓、胆道、膵臓）
下平悠介（外科）

佐近雅宏（消化器）
岡田正夫（外科）

古谷野靖博（外科）

松田　智（上肢、末梢神経、マイクロサージャリ―、肩関節疾患、難治性骨折）
中村　功（脊椎脊髄疾患）
新井秀希（骨、軟部腫瘍）
藍葉宗一郎（整形外科）
小松幸子（整形外科）
藤澤多佳子（リウマチ）

滝　建志（形成外科全般）
倉島侑希（形成外科）　相阪哲也（形成外科）

村田　浩（皮膚悪性腫瘍）

草野義和（脳血管障害、脳血管内治療、脳神経外科）
兒玉邦彦（脳腫瘍、脳血管障害、脳神経外科、神経生理学的モニタリング）
荻原直樹（脳神経外科）

加藤晴朗（悪性腫瘍手術、尿道・尿路再建術）
飯島和芳（悪性腫瘍、腹腔鏡手術）
小口智彦（泌尿器科一般、神経因性膀胱）
山本哲平（泌尿器科一般）
下島雄治（泌尿器科一般）

羽場知己（泌尿器科一般）
塩﨑政史（泌尿器科一般）

村田　　浩

風間　淳（眼科）

大塚明弘（耳鼻いんこう科）
横溝道範（頭頸部外科）

酒井洋徳（口腔がん、デンタルインプラント、歯科口腔外科一般）
野池淳一（歯科、歯科口腔外科）
久保紀莉子（歯科、歯科口腔外科）

山本寛二（神経内科領域全般、脳卒中、パーキンソン病、認知症など）
田澤浩一（神経内科）
近藤恭史（神経内科）

中原　孝（心臓血管外科）

山田響子（緩和ケア内科）

南澤育雄（関節リウマチ）

森　　篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症、悪性腫瘍）
髙木偉博（婦人科内視鏡手術）
井吹ゆき（婦人科）

坂口　治（救急科）　佐藤貴久（救急科）
新川一樹（救急科）　片山延哉（救急科）

西村秀紀（乳腺、呼吸器、甲状腺）
小沢恵介（乳腺）
砥石政幸（呼吸器）
境澤隆夫（呼吸器）

橋田　巌（放射線治療 ※メタストロン外来）
松下大秀（放射線治療）
今井　迅（画像診断、IVR） 松下　剛（画像診断）

村田　　浩

新川　一樹 片山　延哉 新川　一樹

南澤　育雄

片山　延哉 新川　一樹

休診

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○高田　　学
○林原　香織

－　　　
－　　　

○岡田　正夫
関　　仁誌

○高橋　祐輔
－　　　

宗像　康博
○佐近　雅宏
○下平　悠介

－　　　

○古谷野靖博
◆宗像　康博

－　　　
－　　　

○関野　　康
○関　　仁誌

－　　　
－　　　

○吉池　文明
■平井　一也
□後藤　憲彦

滝澤　秀典
○鈴木　祐介

－　　　

○滝澤　秀典
－　　　
－　　　

吉池　文明
○平井　一也

－　　　

○後藤　憲彦
　  鈴木　祐介

－　　　

○笠井　俊夫
○☆翁　　佳輝

－　　　

○西井　　裕
☆佐野　麻美

西井　　裕
－　　　

○渡邉　貴子
－　　　

渡邉　貴子
○▽佐野　麻美

☆西井　　裕
－　　　

○滝　　美波
－　　　
－　　　

掛川　哲司
☆山﨑　大樹

○掛川　哲司
－　　　

○山﨑　大樹
－　　　

○池田　宇一
☆小林　隆洋

笠井　俊夫

三浦　　崇
○小林　隆洋
☆翁　　佳輝

○☆三浦　　崇
－　　　
－　　　

○原　　悦雄
越知　泰英

☆関　亜矢子
○北畠　央之

金井　圭太
○宮澤　鷹幸

藤森　尚之
－　　　

○長谷部　修
○越知　泰英

櫻井　晋介
－　　　

★宮林　千春
○金井　圭太

北畠　央之
山崎　智生

長谷部　修
原　　悦雄

○櫻井　晋介
☆宮澤　鷹幸

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○境澤　隆夫

西村　秀紀

○境澤　隆夫

○西村　秀紀

○中原　　孝☆中原　　孝
（第２・3・４・5週）　　

交替制　　

○西村　秀紀

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○藤澤多佳子
○中村　　功

松田　　智
－　　　

加藤　晴朗
山本　哲平

－　　　
－　　　
－　　　

加藤　晴朗
飯島　和芳

－　　　
－　　　
－　　　

■塩﨑　政史
□羽場　知己

飯島　和芳
山本　哲平

－　　　

小口　智彦
下島　雄治

－　　　
－　　　
－　　　

■小口　智彦
■羽場　知己
□下島　雄治
□塩﨑　政史
◆加藤　晴朗

○倉島　侑希
滝　　建志

○風間　　淳
－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

○酒井　洋徳
野池　淳一

－　　　

山本　寛二
○近藤　恭史

○◇佐近　普子
◇森　　　篤

－　　　
－　　　

◇村中　　愛
○◇森　　　篤

☆井吹　ゆき
☆髙木　偉博

○◇佐近　普子
－　　　
－　　　
－　　　

◇西澤千津恵
○◇井吹　ゆき

☆髙木　偉博
－　　　

田澤　浩一
○近藤　恭史

○山本　寛二
近藤　恭史

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○◇非常勤医師（信州大学）
☆酒井　洋徳
☆久保紀莉子

○◇野池　淳一
○☆酒井　洋徳

久保紀莉子

○野池　淳一
○☆酒井　洋徳

－　　　

○◇野池　淳一
☆久保紀莉子

－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

松下　大秀 ○橋田　　巌 松下　大秀 休診

休診

休診休診 ☆住　　昌彦

休診

休診

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範休診

休診

休診

◇佐近　普子
○◇西澤千津恵

－　　　
－　　　

休診 休診 休診

休診 休診

☆加藤　修明

休診 休診◎◇山田　響子
（第3・5週のみ）※1・2・4週は交替制

休診

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳
－　　　

○風間　　淳
－　　　

○草野　義和
荻原　直樹

草野　義和
○脳外科医師

○脳外科医師
兒玉　邦彦

草野　義和
○兒玉　邦彦

○滝　　建志
倉島　侑希

○滝　　建志
○相阪　哲也

○倉島　侑希
滝　　建志

○滝　　建志
倉島　侑希

○藤澤多佳子
小松　幸子

▲松田　　智
藍葉宗一郎

○新井　秀希
中村　　功
藤澤多佳子

☆藍葉宗一郎

新井　秀希
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

－　　　

新井　秀希
小松　幸子

○松田　　智
－　　　

休診

診療科 月 火 水 木 金 常勤医（専門）

血 液 内 科

青沼架佐賜（発達、神経、循環器、心身症）
浅岡麻里（小児科一般）
塩入崇弘（小児科一般）
森田舞子（小児科一般）

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内分泌・代謝内科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

三浦　崇（足病変）休診 休診 休診休診フットケアセンター

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

（膠 原 病 外 来）
休診 休診 休診休診（リ ウ マ チ 科）

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こう 科
頭 頸 部 外 科

歯科／歯科口腔外科

外 科
消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
（脳血管内治療科）

放 射 線 治 療 科
放 射 線 診 断 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

心 臓 血 管 外 科

○脳外科医師（交替制）

第２外来

長野市民病院
救急センター

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

8:30～17:30 担当医

地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／病院機能評価認定病院／
卒後臨床研修評価認定病院／二次救急病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院

〒381-8551 長野市大字富竹1333番地1　TEL.026-295-1199（代表）　FAX.026-295-1148

TEL.026-295-1291（長野市民病院・医師会 急病センター）

（代表）

毎日19：00～翌6：00

上記以外の時間帯 TEL.026-295-1199

外来診療担当表は、1月31日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

塩入　崇弘
浅岡　麻里

－　　　

浅岡　麻里
青沼架佐賜

－　　　

塩入　崇弘
青沼架佐賜

－　　　

塩入　崇弘
浅岡　麻里

－　　　

塩入　崇弘
青沼架佐賜

▼浅岡　麻里
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ずっと、健康でいてほしい
～食生活から地域の皆さまを支えたい～

平成29年度

患者満足度調査

これからも安心・安全な

内視鏡検査・治療の提供を

登録医紹介

富竹クリニック［長野市富竹］

救急
診療

発行人 ： 池田宇一／編集 ： 教育研修・メディアセンター
いけ  だ う いち

http://www.hospital.nagano.nagano.jp/
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放射線治療
──切らずに治す がん治療の今──

○☆三浦　　崇
（13：30～）　　
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特  集

放射線治療
──切らずに治す がん治療の今──

Hospital Now. 19

橋田 巌
はしだ・いわお

長野市民病院　放射線治療科部長
がんセンター　放射線治療センター長
日本放射線学会日本医学放射線治療専門医
日本がん治療認定医機構暫定教育医

　
が
ん
治
療
の
３
本
柱
は
、手
術
、薬
物

療
法
、放
射
線
治
療
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

治
療
法
に
は
、利
点
と
欠
点
が
あ
り
、一

人
一
人
の
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た
治
療
法

を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
を
行
う
こ
と

（
集
学
的
治
療
）
が
一
般
的
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
放
射
線
治
療
は
、
年
齢

や
合
併
症
に
よ
り
手
術
が
難
し
い
患
者

さ
ん
に
も
治
療
が
可
能
で
あ
り
、
身
体

に
傷
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
臓
器
の
機

能
や
形
態
を
温
存
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
し
か
し
、目
に
見
え
な
い
放
射
線
に
よ

る
治
療
に
は
患
者
さ
ん
の
不
安
が
大
き

い
こ
と
も
特
徴
の
１
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
現
在
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
進

歩
に
伴
い
、
放
射
線
治
療
の
技
術
の
進

歩
も
著
し
く
、
よ
り
高
精
度
な
治
療
が

可
能
と
な
り
、放
射
線
治
療
は
、患
者
さ

ん
に
と
っ
て
よ
り
安
全
な
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
放
射
線
治
療
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、放
射
線
治
療
専
門
医
、放
射
線

治
療
専
門
放
射
線
技
師
、
医
学
物
理

士
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護

師
な
ど
が
密
に
連
携
を
取
り
、
高
精
度

な
治
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
患
者
さ

ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

※
放
射
線
治
療
に
は
、
身
体
の
外
か
ら
放
射
線
を

あ
て
る
外
部
照
射
と
身
体
の
内
側
か
ら
放
射
線

を
あ
て
る
内
部
照
射
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

外
部
照
射
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
当
院
は
、
日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会
の

認
定
施
設
の
取
得
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。安
全
か
つ
高
精
度
の
放
射
線
治
療

を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
施
設

が
認
定
さ
れ
る
も
の
で
、
認
定
は
A
〜

C
の
3
段
階
あ
り
、
当
院
は
最
も
上
位

と
な
る
認
定
施
設
A
の
取
得
の
申
請
を

し
て
い
ま
す
。

　
認
定
施
設
A
は
、
年
間
の
症
例
数
が

3
0
0
以
上
か
つ
内
容（
照
射
部
位
）が

著
し
く
偏
っ
て
い
な
い
こ
と
、
放
射
線

治
療
専
門
医
や
が
ん
放
射
線
療
法
看
護

認
定
看
護
師
が
い
る
こ
と
な
ど
多
く
の

要
件
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

目
に
見
え
な
い
か
ら
こ
そ

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

さ
ら
な
る
高
精
度
な
治
療
の

提
供
を
目
指
し
て

放射線が体内に照射されると、細胞のDNAに傷をつけます。
この作用はがん細胞にも正常細胞にも起こりますが、がん細
胞は正常細胞に比べダメージから回復する能力が乏しいた
め、放射線の影響をより強く受けて、死滅してしまいます。
放射線治療は、この性質を利用して、正常細胞が回復できる
だけの放射線を繰り返し照射して、正常細胞へのダメージを
抑えながら、がん細胞を死滅させていく治療法です。

がん細胞は、正常細胞に比べ、修復機能が遅いため、
繰り返し放射線を照射することで、がん細胞が死滅する。

放射線治療のしくみ

がん細胞の死滅 細胞のDNAに傷がつく
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が
ん
治
療
の
３
本
柱
は
、手
術
、薬
物

療
法
、放
射
線
治
療
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

治
療
法
に
は
、利
点
と
欠
点
が
あ
り
、一

人
一
人
の
患
者
さ
ん
に
あ
っ
た
治
療
法

を
組
み
合
わ
せ
て
治
療
を
行
う
こ
と

（
集
学
的
治
療
）
が
一
般
的
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
放
射
線
治
療
は
、
年
齢

や
合
併
症
に
よ
り
手
術
が
難
し
い
患
者

さ
ん
に
も
治
療
が
可
能
で
あ
り
、
身
体

に
傷
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
臓
器
の
機

能
や
形
態
を
温
存
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
し
か
し
、目
に
見
え
な
い
放
射
線
に
よ

る
治
療
に
は
患
者
さ
ん
の
不
安
が
大
き

い
こ
と
も
特
徴
の
１
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
現
在
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
進

歩
に
伴
い
、
放
射
線
治
療
の
技
術
の
進

歩
も
著
し
く
、
よ
り
高
精
度
な
治
療
が

可
能
と
な
り
、放
射
線
治
療
は
、患
者
さ

ん
に
と
っ
て
よ
り
安
全
な
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
放
射
線
治
療
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、放
射
線
治
療
専
門
医
、放
射
線

治
療
専
門
放
射
線
技
師
、
医
学
物
理

士
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護

師
な
ど
が
密
に
連
携
を
取
り
、
高
精
度

な
治
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
患
者
さ

ん
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
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放
射
線
治
療
に
は
、
身
体
の
外
か
ら
放
射
線
を

あ
て
る
外
部
照
射
と
身
体
の
内
側
か
ら
放
射
線

を
あ
て
る
内
部
照
射
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

外
部
照
射
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
当
院
は
、
日
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放
射
線
腫
瘍
学
会
の

認
定
施
設
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取
得
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ざ
し
て
い
ま

す
。安
全
か
つ
高
精
度
の
放
射
線
治
療

を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
施
設

が
認
定
さ
れ
る
も
の
で
、
認
定
は
A
〜

C
の
3
段
階
あ
り
、
当
院
は
最
も
上
位

と
な
る
認
定
施
設
A
の
取
得
の
申
請
を

し
て
い
ま
す
。

　
認
定
施
設
A
は
、
年
間
の
症
例
数
が

3
0
0
以
上
か
つ
内
容（
照
射
部
位
）が

著
し
く
偏
っ
て
い
な
い
こ
と
、
放
射
線

治
療
専
門
医
や
が
ん
放
射
線
療
法
看
護

認
定
看
護
師
が
い
る
こ
と
な
ど
多
く
の

要
件
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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放
射
線
治
療
を

受
け
る
ま
で

が
ん
と
診
断
さ
れ
、
す
ぐ
に
放
射
線
治
療
に
移
る
の
で
は
な
く
、

患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、

高
精
度
な
治
療
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

多
く
の
検
証
を
重
ね
た
り
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
放
射
線
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
治
療
が
始
ま
る
の
か
一
連
の
流
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

橋田 巌
放射線治療科医師
 はし   だ     いわお

堀 明美

がん放射線療法
認定看護師
 ほり    あけ   み

鈴木 隆

放射線治療専門
放射線技師
 すず   き    たかし

池田 恵
医学物理士
 いけ  だ     めぐみ

他の診療科から、放射線治療科に
患者さんが紹介された際、初めに放
射線治療医が診察をします。さまざ
まな検査結果や患者さんの年齢、全
身状態を把握した上で、根治治療を
めざすのか、症状改善をめざすのか
を患者さんと一緒に相談し、同意を
得て治療法を決めます。看護師も付
き添い、患者さんが医師の説明を理
解できるようサポートしています。

治療方針を決める

放射線治療の方針が決まったら、頭
頸部がんの場合はマスク、前立腺が
んの場合はマットなど、照射部位に
よっては固定具を作ります。これは放
射線を照射する位置がずれてしまう
と、効果が低くなってしまうため、毎
回同じ体位を再現し、同じ位置に照
射するために必要なものです。

固定具を作る
実際に放射線を照射する前に、作成
したマスクやマットなどの固定具を用
いて、治療計画用CTを撮影します。
照射位置を明確にするため、レー
ザーを使い皮膚の表面や固定具に
印をつけます。つけた印を基準に放
射線を照射することになります。

治療計画用CTを
撮影する

CT画像を治療計画装置とよばれる
コンピュータに転送します。放射線
治療医が、CT画像に照射するター
ゲットが明確になるように書き込み
ます。その後、医学物理士がターゲッ
トにどのように照射するかなどの治
療計画をコンピュータで導き出しま
す。いくつかのパターンを医師に提案
し、医師はその中から治療計画を選
び、放射線治療に移ります。※IMRT
（P5）やVMAT（P6）の場合、治療
計画に対し多くの検証を重ねます。

治療計画を練る

多くの検証を経た照射データを治療
装置に送ります。患者さんは治療台
の上に寝て、治療計画用CTの撮影
時につけた印にしたがい、放射線治
療を行います。治療中の様子は、治
療室内にあるカメラを通じて、医師や
放射線技師が確認しています。また、
マイクを通して会話をすることができ
るので、体調が悪くなった場合は、伝
えることもできるようになっています。
治療内容にもよりますが、5分程度
で終了します。

放射線治療の開始

治療中は、週1回、体調確認をはじめ
とした患者さんの様子を伺うため放
射線治療医の診察を行います。看護
師などスタッフもついているので、医
師に言いにくいことも気軽に聞ける
体制を整えています。治療が終了す
れば、紹介元の診療科で経過観察
を行います。

診察／経過観察

06
05

04
03

02
01

他の診療科の医師、放射
線治療に携わるスタッフと
協力し、これからも安全で
安心な放射線治療を患者
さん一人一人に提供できる
よう、努めていきます。

医師、医学物理士によって
計画された放射線治療を
実施します。治療の際、患
者さんに安心して治療を受
けていただけるよう、優しい
声掛けを心がけています。

診察の際は、患者さんに付き
添い、医師の話を分かりやす
く伝えたり、治療中の副作用
に対するサポートをしたり、安
心して治療を受けることがで
きるよう支援をしています。

患者さん一人一人に合った
放射線治療計画の立案を
しています。また、放射線治
療装置の精度管理を行
い、正確に患部に照射され
るよう管理しています。
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MLC

がん組織リニアック装置

がん組織の形に合わせて、照射口の形を調整します。

従来の放射線治療では、がん組織の周囲にある正常組織をなかなか避けられ
ず、放射線量に制限が生じていました。しかし、IMRT（強度変調放射線治療）と
いう特殊な技術により、がん細胞に高い線量を集中させ、周囲の正常組織へ
の線量を減らすことが可能になりました。

［ 当院での適応疾患 ］  前立腺がん、再照射例

赤く示されている部分ほど、高い線量を照射しています。従来の4方向からの照
射はIMRTと比較して、赤く示されている範囲が広く、正常組織への照射範囲が
広くなっています。IMRTは7方向から照射していますが、正常組織への線量を
低くできるのは、放射線治療装置の照射口にあるマルチリーフコリメータ（図1）
があるためです。

従来の2方向からの照射では、医師が放射線を照射したい範囲以外にも高い
線量が照射されており、脳幹など照射が不要な範囲にまで放射線が照射されて
います。それに対して、VMATでは従来の照射に比べ、照射したい範囲にだけ
照射が可能となり、正常組織への照射も抑えることが可能になっています。

強度変調放射線治療
Intensity Modulated Radiation Therapy

IMRT
VMATとは、IMRTの進化形であり、IMRTでは放射線照射時にはガントリー（図
2）は静止していますが、VMATではガントリーを回転させつつ、照射する放射線
量を加減しながら治療を行います。VMATの利点は、IMRTと同等もしくはより良
好な線量分布を達成しつつ、ガントリーが回転しながら照射することにより、治療
時間の短縮が可能になっていることです。

［ 当院での適応疾患 ］  脳腫瘍・頭頸部腫瘍
［ 今後の適応考慮疾患 ］  子宮がんの術後照射

強度変調回転照射法
Volumetric Modulated Arc Therapy

VMAT 進
歩
を
遂
げ
る

放
射
線
治
療

近
年
の
放
射
線
治
療
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、

治
療
計
画
装
置
を
駆
使
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
り
正
確
に

放
射
線
を
照
射
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
正
常
組
織
へ
の
照
射
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

治
療
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

前立腺がんに対する線量分布図

従来の4方向からの照射（4門照射）

前立腺

脳幹 直腸

IMRTを用いた照射
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図1 マルチリーフコリメータ（MLC）

放射線治療装置の照射口にはマルチリーフコリメータという
放射線を遮る板が設置されています。従来の治療では、この
板が動きませんでした。IMRTでは照射するターゲットの形に
合わせ、細かく調整するため、正常組織への照射を避けた治
療を行うことが可能になっています。

図2 ガントリー（赤枠部分）

IMRTの進化形
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膚
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療
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受
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MLC

がん組織リニアック装置

がん組織の形に合わせて、照射口の形を調整します。

従来の放射線治療では、がん組織の周囲にある正常組織をなかなか避けられ
ず、放射線量に制限が生じていました。しかし、IMRT（強度変調放射線治療）と
いう特殊な技術により、がん細胞に高い線量を集中させ、周囲の正常組織へ
の線量を減らすことが可能になりました。

［ 当院での適応疾患 ］  前立腺がん、再照射例

赤く示されている部分ほど、高い線量を照射しています。従来の4方向からの照
射はIMRTと比較して、赤く示されている範囲が広く、正常組織への照射範囲が
広くなっています。IMRTは7方向から照射していますが、正常組織への線量を
低くできるのは、放射線治療装置の照射口にあるマルチリーフコリメータ（図1）
があるためです。

従来の2方向からの照射では、医師が放射線を照射したい範囲以外にも高い
線量が照射されており、脳幹など照射が不要な範囲にまで放射線が照射されて
います。それに対して、VMATでは従来の照射に比べ、照射したい範囲にだけ
照射が可能となり、正常組織への照射も抑えることが可能になっています。

強度変調放射線治療
Intensity Modulated Radiation Therapy

IMRT
VMATとは、IMRTの進化形であり、IMRTでは放射線照射時にはガントリー（図
2）は静止していますが、VMATではガントリーを回転させつつ、照射する放射線
量を加減しながら治療を行います。VMATの利点は、IMRTと同等もしくはより良
好な線量分布を達成しつつ、ガントリーが回転しながら照射することにより、治療
時間の短縮が可能になっていることです。

［ 当院での適応疾患 ］  脳腫瘍・頭頸部腫瘍
［ 今後の適応考慮疾患 ］  子宮がんの術後照射

強度変調回転照射法
Volumetric Modulated Arc Therapy
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前立腺がんに対する線量分布図

従来の4方向からの照射（4門照射）
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IMRTを用いた照射
従来の2方向からの照射（直交2門照射） VMATを用いた照射

上顎洞がんに対する線量分布図
じょうがく どう
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図1 マルチリーフコリメータ（MLC）

放射線治療装置の照射口にはマルチリーフコリメータという
放射線を遮る板が設置されています。従来の治療では、この
板が動きませんでした。IMRTでは照射するターゲットの形に
合わせ、細かく調整するため、正常組織への照射を避けた治
療を行うことが可能になっています。

図2 ガントリー（赤枠部分）

IMRTの進化形
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ずっと、健康でいてほしい
～食生活から地域の皆さまを支えたい～

長野市民病院は、レストラン「クロスカフェ」と共同で考案した「信
州づくしヘルシー減塩定食」の提供を平成29年11月１日より同レ
ストランにて開始しました。
この定食は、循環器病ならびに生活習慣病の予防という観点か
ら、県や市の健康づくり政策とも連携し、減塩食の普及と食生活
の改善に向け関心を持っていただくことを目的に作成したメニュー
です。単なる減塩食としてではなく、地元食材を使用し、素材を生
かした調理の工夫を行うことにより、しっかりとした味付けを実現
しています。
提供開始にあたり、国立循環器病研究センターが実施する「かるしお」認定制度※に申請し、
『味の確保』、『調理の工夫』、『品質の管理』等の審査を経て、レストランメニューとしては国
内初の「かるしお」認定を取得しました。

※「かるしお」認定制度とは、食生活改善のため、国立循環器病研究センターが実施している認定制度で
す。この制度では、「かるしお認定基準」（表1）に基づいて、審査を実施し、基準を満たしたものに対して「かる
しおマーク」の表示を認め、分かりやすく食生活を改善するための一助となることを目指しているものです。

「信州づくしヘルシー減塩定食」の提供を開始

「信州づくしヘルシー減塩定食」

平成28年度の調査結果では、長野県における20歳以上の食塩
摂取量は男性が11.8g/日（全国３位）、女性が10.1g/日（同１位）
であり、厚生労働省の定めた１日の摂取目標量（男性8.0g未満、
女性7.0g未満）を大きく上回っています。（表２）
それに対して、「信州づくしヘルシー減塩定食」の食塩相当量は
１食当り1.8gと男女ともに厚生労働省の１日の摂取目標量の1/3
を下回る食塩量となっています。「信州づくしヘルシー減塩定食」
を召しがっていただき、食生活の改善のきっかけにしていただけれ
ばと思っております。

長野県の食塩摂取量の現状

※「かるしお」は、国立循環器病研究センターの登録商標です。

レストラン&カフェ クロスカフェ／そば処わたぼうし
【 営業時間 】
月曜～金曜：9：00～19：30（ラストオーダー 19：00）
土曜・日曜・祝日：10：30～16：00（ラストオーダー 15：30）

※12/31、１/１を除き無休
「信州づくしヘルシー減塩定食」は、
税込980円で提供しております。（平日のみ）

厚生労働省「平成28年国民健康・栄養調査結果の概要」より

表2 都道府県別男女別食塩摂取量平均値（上位3県と全国平均）
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（g/日）
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11.9 11.9
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10.8

［女性（20歳以上）］

長野県
9.0

10.5

9.5

10.0

（g/日）

福島県 山形県 全国平均

10.1
9.9

9.8

9.2

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量
カリウム
野菜使用量

「かるしお」認定基準
（定食メニュー）
600kcal
25～30g
25％以下（エネルギー比）
─
2ｇ未満
─
150ｇ以上

エネルギー
比率
─
21.3%
14.1%
62.4%
─
─
─

信州づくし
ヘルシー減塩定食
555kcal
29.5g
8.7ｇ
86.6ｇ
1.8ｇ
1154mg
約170ｇ

表1 「かるしお」認定基準との成分比較表

厚生労働省が示す1日の
食塩相当量の目標量は男
性8.0ｇ未満、女性7.0ｇ
未満となっている。

11、12月の2ヶ月間で、合
計1,086食を提供し、多く
の方に「減塩食」を体験い
ただきました！！

八方だしを使用することで、
塩分を抑えつつ、地元産野
菜の素材そのものの味を
生かす工夫をしています。

松代産長芋とトマトのさっぱり煮

地元産のきのこの風味を生かし
つつ、塩分を抑える工夫として、
梅干しの酸味や塩分を利用す
ることによってさっぱりとした味
付けになっています。

信州きのこと
三葉の梅おろし和え

カロリーや脂分を抑えるため旨みの強い、信州米豚のヒレ
肉を使用し、長野の特産品であるリンゴをメインとしたソー
スにすることにより、お肉に負けないしっかりとした味付け
になっています。

信州米豚のアップルジンジャーソース
しん しゅう こめ ぶた
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関 亜矢子
せき・あやこ

消化器内科科長
日本消化器内視鏡学会
専門医

内
視
鏡
検
査
・
治
療
に
携
わ
る

看
護
師
の
関
わ
り

一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に

　
長
く
食
道
、胃
、大
腸
を
は
じ
め
と
し
た

消
化
器
系
の
検
査
と
治
療
に
携
わ
っ
て
き

た「
内
視
鏡
・
超
音
波
セ
ン
タ
ー
」。そ
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
消
化
器
内
科

部
長
の
長
谷
部
先
生
に
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。

　「
内
視
鏡
・
超
音
波
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

一
年
間
に
約
１
４
，０
０
０
件
の
内
視
鏡
検

査
と
約
1
，４
０
０
件
の
内
視
鏡
治
療
を
行

い
、
が
ん
を
は
じ
め
と
し
た
疾
患
の
早
期

発
見
、早
期
治
療
を
実
現
し
て
い
ま
す（
図

1
）。

　
中
で
も
人
間
ド
ッ
ク
の
内
視
鏡
検
査

（
平
成
26
年
度
の
実
績
）で
は
、5
，９
９
１

人
に
検
査
を
実
施
し
、
約
1.2
％
に
あ
た
る

73
人
に
が
ん
を
発
見
し
ま
し
た
。こ
の
実

績
は
、
長
野
市
の
が
ん
検
診
に
お
け
る
発

見
率
（
胃
が
ん
：
0.1
％
、
大
腸
が
ん
：
0.2
％
）

と
比
較
し
、
は
る
か
に
高
い
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。早
い
段
階
で
が
ん
を
発
見
し
、治

療
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す（
図
2
）。

疾
患
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
実
現

多
く
の
専
門
医
と

充
実
し
た
医
療
機
器

　
現
在
、
消
化
器
内
科
の
医
師
は
8
名
お

り
、
う
ち
4
名
が
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学

会
の
専
門
医
で
す
。最
新
の
機
器
も
導
入

し
て
お
り
、内
視
鏡
で
の
検
査
・
治
療
は
ほ

ぼ
全
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。当
院
で

検
査
か
ら
治
療
ま
で
一
貫
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
患
者
さ
ん
に
は
転
院
の

負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
治
療
に
専
念
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
内
視
鏡
検
査
は
つ
ら
い
、
苦
し
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
少
し
で
も
軽
減
で
き

る
よ
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

に
配
慮
し
た
検
査
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
患
者
さ
ん
の
希
望
に
よ
り
眠
り
薬

（
静
脈
麻
酔
）
を
使
っ
た
内
視
鏡
検
査
を
行

う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

に
満
足
の
い
く
内
視
鏡
検
査
・
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
内
視
鏡
・
超
音
波
セ
ン
タ
ー
に
は
12
名

の
看
護
師
が
お
り
、日
々
患
者
さ
ん
に
質
の

高
い
看
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。消
化
器
内

視
鏡
技
師
の
資
格
を
持
つ
峰
村
看
護
師
に

検
査
・
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
患
者
さ
ん
が
内
視
鏡
検
査
・
治

療
は
苦
痛
を
伴
う
も
の
だ
と
思
っ
て
お

り
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。で
き
る
だ
け
苦
痛
が
な

く
、
安
心
し
て
安
全
な
検
査
・
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
患
者
さ
ん
と
接
す
る
際

は
、笑
顔
で
優
し
く
、分
か
り
や
す
く
話
す

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
問
診
の
際
は
、
そ
の
日
の
体
調
や
飲
ん

で
い
る
薬
の
ほ
か
に
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
も
伺
い
、検
査
・
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
看
護
師
や
担
当
の
医
師
に
も
患
者
さ
ん

の
不
安
な
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
す
。

　
検
査
前
に
は
、
少
し
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
中
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
か
？

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
看
護
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？

検
査
や
治
療
を
受
け
る
方
に

伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

し
て
検
査
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
お
話

し
て
い
ま
す
。検
査
や
治
療
中
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
不
安
に
思
う
方

も
い
る
た
め
、
内
視
鏡
が
身
体
の
ど
こ
を

検
査
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
お

伝
え
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。そ
の
際
、
背

中
を
さ
す
る
、肩
に
手
を
あ
て
る
な
ど
、患

者
さ
ん
に
触
れ
、
苦
し
さ
を
少
し
で
も
和

ら
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
な
検
査
・
治
療
を
受
け
て
も
ら
え

る
よ
う
、
毎
日
使
用
す
る
機
器
の
動
作

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、医
師

だ
け
で
な
く
内
視
鏡
に
携
わ
る
看
護
師
も

院
外
の
研
修
会
に
参
加
し
、
質
の
高
い
看

護
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
知
識
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
内
視
鏡
に
関
す
る
不
安
な
こ
と
や
心
配

な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
も
大
丈

夫
か
な
と
思
う
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
、
お

聞
き
く
だ
さ
い
。
患
者
さ
ん
が
少
し
で
も

安
心
し
て
内
視
鏡
検
査
・
治
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
看
護
師
が
で
き
る
限
り
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

内視鏡検査・治療の提供を
長谷部 修
はせべ・おさむ

副院長
消化器内科部長
日本消化器内視鏡学会
指導医・専門医

越知 泰英
おち・やすひで

消化器内科副部長
日本消化器内視鏡学会
指導医・専門医

原 悦雄
はら・えつお

消化器内科副部長
日本消化器内視鏡学会
指導医・専門医

図1 内視鏡検査数と治療数
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図2 内視鏡による早期がん治療件数
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内視鏡検査・治療に携わる医師と看護師

これからも安心・安全な
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せき・あやこ

消化器内科科長
日本消化器内視鏡学会
専門医
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中
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の
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26
年
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の
実
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１

人
に
検
査
を
実
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し
、
約
1.2
％
に
あ
た
る

73
人
に
が
ん
を
発
見
し
ま
し
た
。こ
の
実

績
は
、
長
野
市
の
が
ん
検
診
に
お
け
る
発

見
率
（
胃
が
ん
：
0.1
％
、
大
腸
が
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：
0.2
％
）

と
比
較
し
、
は
る
か
に
高
い
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。早
い
段
階
で
が
ん
を
発
見
し
、治

療
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す（
図
2
）。

疾
患
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
実
現

多
く
の
専
門
医
と

充
実
し
た
医
療
機
器

　
現
在
、
消
化
器
内
科
の
医
師
は
8
名
お

り
、
う
ち
4
名
が
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学

会
の
専
門
医
で
す
。最
新
の
機
器
も
導
入

し
て
お
り
、内
視
鏡
で
の
検
査
・
治
療
は
ほ

ぼ
全
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。当
院
で

検
査
か
ら
治
療
ま
で
一
貫
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
患
者
さ
ん
に
は
転
院
の

負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
治
療
に
専
念
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
内
視
鏡
検
査
は
つ
ら
い
、
苦
し
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
少
し
で
も
軽
減
で
き

る
よ
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

に
配
慮
し
た
検
査
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
患
者
さ
ん
の
希
望
に
よ
り
眠
り
薬

（
静
脈
麻
酔
）
を
使
っ
た
内
視
鏡
検
査
を
行

う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

に
満
足
の
い
く
内
視
鏡
検
査
・
治
療
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
内
視
鏡
・
超
音
波
セ
ン
タ
ー
に
は
12
名

の
看
護
師
が
お
り
、日
々
患
者
さ
ん
に
質
の

高
い
看
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。消
化
器
内

視
鏡
技
師
の
資
格
を
持
つ
峰
村
看
護
師
に

検
査
・
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
患
者
さ
ん
が
内
視
鏡
検
査
・
治

療
は
苦
痛
を
伴
う
も
の
だ
と
思
っ
て
お

り
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。で
き
る
だ
け
苦
痛
が
な

く
、
安
心
し
て
安
全
な
検
査
・
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
患
者
さ
ん
と
接
す
る
際

は
、笑
顔
で
優
し
く
、分
か
り
や
す
く
話
す

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
問
診
の
際
は
、
そ
の
日
の
体
調
や
飲
ん

で
い
る
薬
の
ほ
か
に
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
も
伺
い
、検
査
・
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
看
護
師
や
担
当
の
医
師
に
も
患
者
さ
ん

の
不
安
な
こ
と
な
ど
を
伝
え
ま
す
。

　
検
査
前
に
は
、
少
し
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
中
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
か
？

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
看
護
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？

検
査
や
治
療
を
受
け
る
方
に

伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

し
て
検
査
を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
お
話

し
て
い
ま
す
。検
査
や
治
療
中
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
不
安
に
思
う
方

も
い
る
た
め
、
内
視
鏡
が
身
体
の
ど
こ
を

検
査
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
お

伝
え
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。そ
の
際
、
背

中
を
さ
す
る
、肩
に
手
を
あ
て
る
な
ど
、患

者
さ
ん
に
触
れ
、
苦
し
さ
を
少
し
で
も
和

ら
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
な
検
査
・
治
療
を
受
け
て
も
ら
え

る
よ
う
、
毎
日
使
用
す
る
機
器
の
動
作

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、医
師

だ
け
で
な
く
内
視
鏡
に
携
わ
る
看
護
師
も

院
外
の
研
修
会
に
参
加
し
、
質
の
高
い
看

護
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
知
識
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
内
視
鏡
に
関
す
る
不
安
な
こ
と
や
心
配

な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
も
大
丈

夫
か
な
と
思
う
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
、
お

聞
き
く
だ
さ
い
。
患
者
さ
ん
が
少
し
で
も

安
心
し
て
内
視
鏡
検
査
・
治
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
看
護
師
が
で
き
る
限
り
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

内視鏡検査・治療の提供を
長谷部 修
はせべ・おさむ

副院長
消化器内科部長
日本消化器内視鏡学会
指導医・専門医

越知 泰英
おち・やすひで

消化器内科副部長
日本消化器内視鏡学会
指導医・専門医

原 悦雄
はら・えつお

消化器内科副部長
日本消化器内視鏡学会
指導医・専門医

図1 内視鏡検査数と治療数

平成24
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治療数

図2 内視鏡による早期がん治療件数
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74

内視鏡検査・治療に携わる医師と看護師

これからも安心・安全な
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外来・病棟運営委員会では、平成29年10月16日（月）～20日（金）の5日間に受診された外来患者さんを対象に、
また、平成29年10月1日～31日までに退院された入院患者さんを対象に満足度調査を実施いたしました。
ご回答いただきましたアンケートは外来1,800枚（回収率71.1％）、入院363枚（回収率87.3％）で、結果は次の通りでした。
ご協力ありがとうございました。

平成 29年度 患者満足度調査

長野市民病院について
総合的に満足していますか？

長野市民病院について
総合的に満足していますか？

入院に
ついて

病室について（収納スペースや空調など）

浴室について

トイレや洗面所設備

ラウンジやデイコーナー

食事について

設備面全般について

医師の言葉づかいや態度

看護師の言葉づかいや態度

入退院センターの応対

その他職員の言葉づかいや態度

事務職員の言葉づかいや態度

接遇面全般について

医師の診断や技術について

医師の説明の分りやすさ

医師への質問や相談のしやすさ

看護師の技術について

その他職員の技術について

診察・治療全般の信頼度について

入院について
69.3
54.7
74.3
66.9
57.2
79.3
92.3
92.8
76.8
84.0
78.7
85.9
89.5
90.6
87.3
88.1
77.3
89.8

満足
やや満足

6.9
4.1
4.1
1.9
8.0
1.9
0.6
0.3
1.4
0.3
1.4
0.3
0.8
1.1
0.8
1.9
0.8
0.3

不満足
やや不満足

設 備 面

接 遇 面

診 察 面

（単位：％）

満足・やや満足

90.6％
（昨年度 95.1％）

満足・やや満足

75.4％
（昨年度 84.4％）

外来に
ついて

草野 義和
くさの・よしかず

長野市民病院
外来部門長
脳血管内治療科部長
脳神経外科科長
脳卒中センター長

　当院では外来待ち時間対策を、待ち時間自体を短くする「時短」と、「患者さん
に快適に過ごしてもらう」という2つの観点から行っていきます。
　「時短」に関しては、血液検査で患者さんが集中する午前９時までは、予約時間
の早い方を優先する「優先採血」を2018年1月下旬から、診察の予約枠について
は、一部の医師で現在の30分3枠制から10分1枠制へ試験的に変更しており、
その効果を見て来年度から本格的に行う予定です。その他、内視鏡検査の説明
方法の変更などを実施する予定でいます。
　「患者さんに快適に過ごしてもらう」ことに関しては、受付事務員の接遇の改善
や外来待合スペースにあるモニターに健康情報や当院の出前講座の内容を流
すことなどを検討しています。
　患者さんには、スムーズな採血実施のため事前に手を温めていただく（※）、事
前の案内通りの時間に来院していただくなどのご協力をお願いすることもあり
ます。お互いの協力のもとストレスの少ない待ち時間を目指していきたいと思
いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

外来待ち時間対策 ～2つの観点から～

※患者さんにお渡ししている案内

待合室の設備についての快適性

診察室や検査室の設備について

トイレ設備について（汚れ、場所、数）

案内表示板の分かりやすさ

駐車場について（広さや駐車しやすさ）

設備面全般について

医師の言葉づかいや態度

看護師の言葉づかいや態度

その他医療職員の言葉づかいや態度

受付事務員の言葉づかいや態度

接遇面全般について

医師の診断や技術について

医師の説明の分りやすさ

医師への質問や相談のしやすさ

診察時間について

看護師の技術について

診察・治療面全般について

待ち時間について

外来について
65.8
71.1
71.3
63.7
52.9
68.6
80.6
82.5
76.6
72.9
75.1
79.1
78.6
74.3
56.4
65.9
74.2
31.4

満足
やや満足

2.7
0.5
3.7
4.0
10.3
0.8
2.6
1.3
1.3
4.6
1.2
2.0
3.1
4.7
7.9
1.5
1.3
24.6

不満足
やや不満足

設 備 面

接 遇 面

診 察 面

待ち時間
（単位：％）

例年、満足度の低い外来待ち時間について対策を進めています

9.4％
どちらともいえない・無回答

23.3％
どちらともいえない・無回答

1.3％不満足・やや不満足

所在地／長野市大字富竹字堰下1628-2
TEL／026-295-6643
診療時間／
平日：AM 9：00～12：00
 PM 2：00～ 5：00

［休診］土曜PM・木曜日・日曜日・祝日

富竹クリニック

患
者
さ
ん
の
思
い
を
尊
重
す
る

　院
長
の
田
中
研
一
先
生
は
、
平
成
6
年

4
月
か
ら
平
成
18
年
3
月
ま
で
信
州
大
学

医
学
部
附
属
病
院
第
一
外
科
医
局
に
所
属

し
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
、
昭
和
伊
南
病
院

な
ど
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

N
T
T
東
日
本
長
野
病
院
（
現 

朝
日
な
が

の
病
院
）
の
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
桑
原
外

科
で
の
勤
務
を
経
て
、
平
成
27
年
7
月
か

ら
長
野
市
に
あ
る
富
竹
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院

長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
周
辺
地
域
か
ら
が
最
も
多
く
、

須
坂
市
や
長
野
市
内
で
も
川
中
島
方
面
か

ら
来
院
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　「患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
医
療
を
心

が
け
、『
な
ぜ
来
院
さ
れ
た
の
か
』『
何
が

心
配
な
の
か
』
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
患

者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
診
察
し
て
い
ま
す
。
治
療
の
際
に

は
こ
ち
ら
か
ら
一
方
的
な
提
案
は
せ
ず
、

患
者
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応

し
て
い
ま
す
。『
病
気
を
治
す
』
だ
け
で
な

く
『
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
』
こ
と
も
重

要
だ
と
考
え
、
安
心
で
き
る
よ
う
な
関
係

を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
目
標
で
す
。
患
者

さ
ん
か
ら
お
話
し
を
伺
っ
て
診
察
し
た
後
、

必
要
が
あ
れ
ば
市
民
病
院
な
ど
の
医
療
機

関
へ
紹
介
し
て
い
ま
す
。」

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

　内
視
鏡
装
置
を
用
い
た
検
査
か
ら
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
理
学
療
法
）
の
治

療
や
院
内
処
方
で
の
漢
方
薬
治
療
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
利
便
性

は
も
ち
ろ
ん
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
の
雰
囲
気

に
も
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

　「病
院
と
い
う
の
は
な
か
な
か
行
き
に
く

い
所
で
す
が
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
予
約
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。『
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
も
い
い
の
か
な
』

と
い
う
こ
と
で
も
大
丈
夫
で
す
。
で
き
る

限
り
お
力
に
な
れ
る
よ
う
対
応
い
た
し
ま

す
。
内
視
鏡
な
ど
の
新
し
い
機
器
も
強
み

で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
や

ス
タ
ッ
フ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が

自
慢
で
す
。
患
者
さ
ん
の
治
療
の
道
筋
を

照
ら
せ
る
診
療
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。」

患者さんが制作した
ミニギャラリー

院長  田中 研一先生
た　なか　  けん  いち

登録医紹介

富竹クリニック
［長野市富竹 ］  ● 内科、外科、リハビリテーション科（理学療法）

北
し
な
の
線

北陸新幹線三才駅

長野市民病院●

●
古里小学校

ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン

東北中学校前

大町

富竹クリニック

1内視鏡装置 2左：磁気温熱とマッサージ治療を行う磁気加
熱治療器／右：「刺さない針治療」が可能なSSP（silver spike 
point）療法の治療器 3待合室

1 2

3
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外来・病棟運営委員会では、平成29年10月16日（月）～20日（金）の5日間に受診された外来患者さんを対象に、
また、平成29年10月1日～31日までに退院された入院患者さんを対象に満足度調査を実施いたしました。
ご回答いただきましたアンケートは外来1,800枚（回収率71.1％）、入院363枚（回収率87.3％）で、結果は次の通りでした。
ご協力ありがとうございました。

平成 29年度 患者満足度調査

長野市民病院について
総合的に満足していますか？

長野市民病院について
総合的に満足していますか？

入院に
ついて

病室について（収納スペースや空調など）

浴室について

トイレや洗面所設備

ラウンジやデイコーナー

食事について

設備面全般について

医師の言葉づかいや態度

看護師の言葉づかいや態度

入退院センターの応対

その他職員の言葉づかいや態度

事務職員の言葉づかいや態度

接遇面全般について

医師の診断や技術について

医師の説明の分りやすさ

医師への質問や相談のしやすさ

看護師の技術について

その他職員の技術について

診察・治療全般の信頼度について

入院について
69.3
54.7
74.3
66.9
57.2
79.3
92.3
92.8
76.8
84.0
78.7
85.9
89.5
90.6
87.3
88.1
77.3
89.8

満足
やや満足

6.9
4.1
4.1
1.9
8.0
1.9
0.6
0.3
1.4
0.3
1.4
0.3
0.8
1.1
0.8
1.9
0.8
0.3

不満足
やや不満足

設 備 面

接 遇 面

診 察 面

（単位：％）

満足・やや満足

90.6％
（昨年度 95.1％）

満足・やや満足

75.4％
（昨年度 84.4％）

外来に
ついて

草野 義和
くさの・よしかず

長野市民病院
外来部門長
脳血管内治療科部長
脳神経外科科長
脳卒中センター長

　当院では外来待ち時間対策を、待ち時間自体を短くする「時短」と、「患者さん
に快適に過ごしてもらう」という2つの観点から行っていきます。
　「時短」に関しては、血液検査で患者さんが集中する午前９時までは、予約時間
の早い方を優先する「優先採血」を2018年1月下旬から、診察の予約枠について
は、一部の医師で現在の30分3枠制から10分1枠制へ試験的に変更しており、
その効果を見て来年度から本格的に行う予定です。その他、内視鏡検査の説明
方法の変更などを実施する予定でいます。
　「患者さんに快適に過ごしてもらう」ことに関しては、受付事務員の接遇の改善
や外来待合スペースにあるモニターに健康情報や当院の出前講座の内容を流
すことなどを検討しています。
　患者さんには、スムーズな採血実施のため事前に手を温めていただく（※）、事
前の案内通りの時間に来院していただくなどのご協力をお願いすることもあり
ます。お互いの協力のもとストレスの少ない待ち時間を目指していきたいと思
いますので、今後ともよろしくお願いいたします。

外来待ち時間対策 ～2つの観点から～

※患者さんにお渡ししている案内

待合室の設備についての快適性

診察室や検査室の設備について

トイレ設備について（汚れ、場所、数）

案内表示板の分かりやすさ

駐車場について（広さや駐車しやすさ）

設備面全般について

医師の言葉づかいや態度

看護師の言葉づかいや態度

その他医療職員の言葉づかいや態度

受付事務員の言葉づかいや態度

接遇面全般について

医師の診断や技術について

医師の説明の分りやすさ

医師への質問や相談のしやすさ

診察時間について

看護師の技術について

診察・治療面全般について

待ち時間について

外来について
65.8
71.1
71.3
63.7
52.9
68.6
80.6
82.5
76.6
72.9
75.1
79.1
78.6
74.3
56.4
65.9
74.2
31.4

満足
やや満足

2.7
0.5
3.7
4.0
10.3
0.8
2.6
1.3
1.3
4.6
1.2
2.0
3.1
4.7
7.9
1.5
1.3
24.6

不満足
やや不満足

設 備 面

接 遇 面

診 察 面

待ち時間
（単位：％）

例年、満足度の低い外来待ち時間について対策を進めています

9.4％
どちらともいえない・無回答

23.3％
どちらともいえない・無回答

1.3％不満足・やや不満足

所在地／長野市大字富竹字堰下1628-2
TEL／026-295-6643
診療時間／
平日：AM 9：00～12：00
 PM 2：00～ 5：00

［休診］土曜PM・木曜日・日曜日・祝日

富竹クリニック

患
者
さ
ん
の
思
い
を
尊
重
す
る

　院
長
の
田
中
研
一
先
生
は
、
平
成
6
年

4
月
か
ら
平
成
18
年
3
月
ま
で
信
州
大
学

医
学
部
附
属
病
院
第
一
外
科
医
局
に
所
属

し
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
、
昭
和
伊
南
病
院

な
ど
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

N
T
T
東
日
本
長
野
病
院
（
現 

朝
日
な
が

の
病
院
）
の
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
桑
原
外

科
で
の
勤
務
を
経
て
、
平
成
27
年
7
月
か

ら
長
野
市
に
あ
る
富
竹
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院

長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
周
辺
地
域
か
ら
が
最
も
多
く
、

須
坂
市
や
長
野
市
内
で
も
川
中
島
方
面
か

ら
来
院
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　「患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
医
療
を
心

が
け
、『
な
ぜ
来
院
さ
れ
た
の
か
』『
何
が

心
配
な
の
か
』
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
患

者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
診
察
し
て
い
ま
す
。
治
療
の
際
に

は
こ
ち
ら
か
ら
一
方
的
な
提
案
は
せ
ず
、

患
者
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応

し
て
い
ま
す
。『
病
気
を
治
す
』
だ
け
で
な

く
『
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
』
こ
と
も
重

要
だ
と
考
え
、
安
心
で
き
る
よ
う
な
関
係

を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
目
標
で
す
。
患
者

さ
ん
か
ら
お
話
し
を
伺
っ
て
診
察
し
た
後
、

必
要
が
あ
れ
ば
市
民
病
院
な
ど
の
医
療
機

関
へ
紹
介
し
て
い
ま
す
。」

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

　内
視
鏡
装
置
を
用
い
た
検
査
か
ら
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
理
学
療
法
）
の
治

療
や
院
内
処
方
で
の
漢
方
薬
治
療
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
。
利
便
性

は
も
ち
ろ
ん
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
の
雰
囲
気

に
も
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。

　「病
院
と
い
う
の
は
な
か
な
か
行
き
に
く

い
所
で
す
が
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
予
約
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。『
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
も
い
い
の
か
な
』

と
い
う
こ
と
で
も
大
丈
夫
で
す
。
で
き
る

限
り
お
力
に
な
れ
る
よ
う
対
応
い
た
し
ま

す
。
内
視
鏡
な
ど
の
新
し
い
機
器
も
強
み

で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
や

ス
タ
ッ
フ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が

自
慢
で
す
。
患
者
さ
ん
の
治
療
の
道
筋
を

照
ら
せ
る
診
療
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。」

患者さんが制作した
ミニギャラリー

院長  田中 研一先生
た　なか　  けん  いち

登録医紹介

富竹クリニック
［長野市富竹 ］  ● 内科、外科、リハビリテーション科（理学療法）

北
し
な
の
線

北陸新幹線三才駅

長野市民病院●

●
古里小学校

ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン

東北中学校前

大町

富竹クリニック

1内視鏡装置 2左：磁気温熱とマッサージ治療を行う磁気加
熱治療器／右：「刺さない針治療」が可能なSSP（silver spike 
point）療法の治療器 3待合室

1 2

3
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【処方せんの見本】 院
外
処
方
せ
ん
へ
の

血
液
検
査
値
等
の

記
載
開
始
に
つ
い
て

　平
成
30
年
2
月
よ
り
、
地
域
の
保
険
薬
局

と
連
携
し
、
外
来
患
者
さ
ん
に
よ
り
安
全
で

安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
患
者
さ
ん
の
血
液
検
査
結
果
の
一
部
を
院
外
処
方
せ
ん
に
掲
載
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
検
査
値
を
掲
載
す
る
メ
リ
ッ
ト
】

●
保
険
薬
局
で
は
検
査
値
な
ど
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
お
薬
の
量
や
副
作

用
の
初
期
症
状
な
ど
を
確
認
し
や
す
く
な
り
、
お
薬
の
内
容
が
個
々
の

患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
っ
て
い
る
か
が
確
認
で
き
ま
す
。

●
保
険
薬
局
の
薬
剤
師
に
よ
る
検
査
値
を
含
め
た
処
方
内
容
の
確
認
に
よ

り
、
気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
保
険
薬
局
よ
り
長
野
市
民
病
院
に
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
薬
局
で
は
掲
載
さ
れ
た
検
査
値
か
ら
、
当
院
の
お
薬
だ
け

で
な
く
他
院
か
ら
の
お
薬
の
安
全
性
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
お
薬
に
よ
る
治
療
を
安
全
に
行
う
た
め
、
検
査
値
を
保
険
薬
局
に
お
伝
え
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、
お
伝
え
し
た
く
な
い
場
合
は
、
検
査
結
果
の
部
分
を
切
り

離
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
ま
た
検
査
値
を
印
字
し
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の

旨
を
医
師
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

長
野
市
民
病
院

　薬
剤
部

平成29年11月より、平日に限っていたがん相談を毎週土曜日の午前中にも
行っています。
平日、お仕事で休みが取れず利用できなかった方や、遠方に住んでいる家族
と一緒に相談をしたい方などに利用していただければと考えています。治療
のことや治療にかかる費用のこと、職場復帰のことなどがん専門相談員の看
護師や医療ソーシャルワーカーががんに関する情報提供を行います。

・当院受診履歴を問わず、がんに関わる悩みを持っている患者さんやご家族の方等どなたでも利用ができます。
・相談は無料で予約制となっております。お問い合わせの電話番号より、ご予約をお願いいたします。

［ 予約・お問い合わせ ］

がん相談支援センター  TEL.026-295-1292（直通）

土曜日の「がん相談」を開始しました

国立がん研究センターでは、全国のがん相談支援環境と機能の充実、相談対応の質の担保と向上を目的に、平成28年度より
「国立がん研究センター認定がん相談支援センター」の認定事業を開始しています。認定には、国が示すがん相談支援セン
ターの活動基準以上のがん相談支援活動を行っていることが求められ、がん相談の対応実績、国立がん研究センター認定
がん専門相談員が２名以上いることなどの要件があります。
当院は、この「国立がん研究センター認定がん相談支援センター」
に、2017年12月１日付で認定されました。
2018年１月１日現在、全国で21施設が認定されており、長野県で
は当院を含め2施設目の認定となっています。
当院では、がん相談支援センターのさらなる体制強化を図るため
国立がん研究センター認定がん専門相談員の資格取得者が、現在
の３名から増員予定です。今回の認定を機に一層の相談対応の質
向上に努めてまいります。

（認定期間：2018年１月１日～2021年12月31日）
国立がん研究センター認定がん相談支援センターへ

この部分に検査値が
記載されるようになります。

第32回 長野市民病院  市民健康講座かかりつけ医普及啓発講演会
後援：長野市医師会 地域がん診療連携拠点病院講演会

安茂里堀越内科クリニック 院長
（長野市医師会会員）講師

14:05～14:40時間

「かかりつけ医は
　　お持ちですか」 

堀越 正二郎  先生
ほり　 こし　　しょう　  じ　　ろう

14:40～14:50時間

長野市民病院説明

紹介状をもらったら？
　かかりつけ医から病院受診まで

地域医療連携室

※紹介状を持って病院に受診するまでの流れについてご説明します。

「食道がんの治療」

15:05～15:30時間

長野市民病院
消化器内科科長講師

①食道がんの内科治療
　　…内視鏡による粘膜切除

関　亜矢子
せき　　　　　 あ　 　や　　 こ

②食道がんの外科治療
　…体への負担を減らす胸腔鏡下手術

15:30～15:55時間

長野市民病院
外科・消化器外科副部長講師 佐近 雅宏

さ　　こん　　まさ　  ひろ

お問い合わせ先：長野市民病院  教育研修・メディアセンター  TEL.026-295-1199
※多少時間が前後する場合がございます。何卒お含みおきくださいますようお願いいたします。

平成30年2月24日
対象：一般市民／14：00開演（開場13：00）

会場：東部文化ホール 参加無料・申込不要
（長野電鉄 柳原駅より徒歩5分）

公民館棟

柳原
体育館

P

P

東部文化
ホール

柳原総合市民センター駐車場
（無料）200台
柳原支所・公民館・体育館と共用の駐車場です。
※東部文化ホール専用駐車場ではございませんので、
　ご了承ください。

土

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

緊
急
の
場
合
の

受
診
方
法
に
つ
い
て

　当
院
の
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
昼
間
で
も
夜
間

で
も
緊
急
を
要
す
る
症
状
の
場
合
、
24
時
間

3
6
5
日
紹
介
状
や
予
約
が
な
く
て
も
受
診
が

可
能
で
す
。

　来
院
さ
れ
る
場
合
に
は
、
診
察
券
、
保
険

証
、
お
薬
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

〔
連
絡
先
〕

●
毎
日 
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：
00
〜
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6
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00 

☎
0
2
6
―

2
9
5
―

1
2
9
1（
長
野
市
民
病

院
・
医
師
会 

急
病
セ
ン
タ
ー
直
通
）

●
右
記
以
外
の
時
間
帯 

☎
0
2
6
―

2
9
5
―

1
1
9
9（
代
表
）

1314



H O S P I T A L  I N F O R M A T I O NH O S P I T A L  I N F O R M A T I O N

【処方せんの見本】 院
外
処
方
せ
ん
へ
の

血
液
検
査
値
等
の

記
載
開
始
に
つ
い
て

　平
成
30
年
2
月
よ
り
、
地
域
の
保
険
薬
局

と
連
携
し
、
外
来
患
者
さ
ん
に
よ
り
安
全
で

安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
患
者
さ
ん
の
血
液
検
査
結
果
の
一
部
を
院
外
処
方
せ
ん
に
掲
載
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
検
査
値
を
掲
載
す
る
メ
リ
ッ
ト
】

●
保
険
薬
局
で
は
検
査
値
な
ど
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
お
薬
の
量
や
副
作

用
の
初
期
症
状
な
ど
を
確
認
し
や
す
く
な
り
、
お
薬
の
内
容
が
個
々
の

患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
っ
て
い
る
か
が
確
認
で
き
ま
す
。

●
保
険
薬
局
の
薬
剤
師
に
よ
る
検
査
値
を
含
め
た
処
方
内
容
の
確
認
に
よ

り
、
気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
保
険
薬
局
よ
り
長
野
市
民
病
院
に
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
薬
局
で
は
掲
載
さ
れ
た
検
査
値
か
ら
、
当
院
の
お
薬
だ
け

で
な
く
他
院
か
ら
の
お
薬
の
安
全
性
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
お
薬
に
よ
る
治
療
を
安
全
に
行
う
た
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と
を
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勧
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ま
す
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な
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検
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長
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部

平成29年11月より、平日に限っていたがん相談を毎週土曜日の午前中にも
行っています。
平日、お仕事で休みが取れず利用できなかった方や、遠方に住んでいる家族
と一緒に相談をしたい方などに利用していただければと考えています。治療
のことや治療にかかる費用のこと、職場復帰のことなどがん専門相談員の看
護師や医療ソーシャルワーカーががんに関する情報提供を行います。

・当院受診履歴を問わず、がんに関わる悩みを持っている患者さんやご家族の方等どなたでも利用ができます。
・相談は無料で予約制となっております。お問い合わせの電話番号より、ご予約をお願いいたします。

［ 予約・お問い合わせ ］

がん相談支援センター  TEL.026-295-1292（直通）

土曜日の「がん相談」を開始しました

国立がん研究センターでは、全国のがん相談支援環境と機能の充実、相談対応の質の担保と向上を目的に、平成28年度より
「国立がん研究センター認定がん相談支援センター」の認定事業を開始しています。認定には、国が示すがん相談支援セン
ターの活動基準以上のがん相談支援活動を行っていることが求められ、がん相談の対応実績、国立がん研究センター認定
がん専門相談員が２名以上いることなどの要件があります。
当院は、この「国立がん研究センター認定がん相談支援センター」
に、2017年12月１日付で認定されました。
2018年１月１日現在、全国で21施設が認定されており、長野県で
は当院を含め2施設目の認定となっています。
当院では、がん相談支援センターのさらなる体制強化を図るため
国立がん研究センター認定がん専門相談員の資格取得者が、現在
の３名から増員予定です。今回の認定を機に一層の相談対応の質
向上に努めてまいります。

（認定期間：2018年１月１日～2021年12月31日）
国立がん研究センター認定がん相談支援センターへ

この部分に検査値が
記載されるようになります。

第32回 長野市民病院  市民健康講座かかりつけ医普及啓発講演会
後援：長野市医師会 地域がん診療連携拠点病院講演会

安茂里堀越内科クリニック 院長
（長野市医師会会員）講師

14:05～14:40時間

「かかりつけ医は
　　お持ちですか」 

堀越 正二郎  先生
ほり　 こし　　しょう　  じ　　ろう

14:40～14:50時間

長野市民病院説明

紹介状をもらったら？
　かかりつけ医から病院受診まで

地域医療連携室

※紹介状を持って病院に受診するまでの流れについてご説明します。

「食道がんの治療」

15:05～15:30時間

長野市民病院
消化器内科科長講師

①食道がんの内科治療
　　…内視鏡による粘膜切除

関　亜矢子
せき　　　　　 あ　 　や　　 こ

②食道がんの外科治療
　…体への負担を減らす胸腔鏡下手術

15:30～15:55時間

長野市民病院
外科・消化器外科副部長講師 佐近 雅宏

さ　　こん　　まさ　  ひろ

お問い合わせ先：長野市民病院  教育研修・メディアセンター  TEL.026-295-1199
※多少時間が前後する場合がございます。何卒お含みおきくださいますようお願いいたします。

平成30年2月24日
対象：一般市民／14：00開演（開場13：00）

会場：東部文化ホール 参加無料・申込不要
（長野電鉄 柳原駅より徒歩5分）

公民館棟

柳原
体育館

P

P

東部文化
ホール

柳原総合市民センター駐車場
（無料）200台
柳原支所・公民館・体育館と共用の駐車場です。
※東部文化ホール専用駐車場ではございませんので、
　ご了承ください。

土

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です
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長野市民病院外来診療担当日一覧
記号の説明 ○：初診担当　◎：完全予約制　◇：午前のみ　☆：午後のみ　▼：11時診療開始　◆：紹介のみ　▲：紹介、救急のみ　

■：第１・３・５週　□：第２・４週　★：第3週のみ　▽：第3週は午後のみ

平井一也（呼吸器、肺がんの画像および内視鏡診断と治療、ARDSなどの透過性亢進型肺水腫）
吉池文明（呼吸器）
後藤憲彦（呼吸器）

滝澤秀典（呼吸器）
鈴木祐介（呼吸器）

池田宇一（循環器）
三浦　崇（循環器）
滝　美波（循環器）

笠井俊夫（循環器）
小林隆洋（循環器）
翁　佳輝（循環器）

西井　裕（糖尿病、内分泌・代謝疾患）
渡邉貴子（内分泌・代謝疾患）
佐野麻美（内分泌・代謝疾患）

掛川哲司（腎臓）
山﨑大樹（腎臓）

長谷部修（消化管および膵胆道疾患、内視鏡）
原　悦雄（消化器、胃腸、内視鏡）
越知泰英（消化器、内視鏡）
関亜矢子（消化器、内視鏡）
櫻井晋介（消化器）
北畠央之（消化器）

金井圭太（消化器）
宮澤鷹幸（消化器）

宗像康博（消化器 ※食道、胃、大腸　内視鏡外科）
関　仁誌（消化器 ※肝臓、胆道、膵臓）
高田　学（消化器）
関野　康（消化器）
高橋祐輔（消化器 ※肝臓、胆道、膵臓）
下平悠介（外科）

佐近雅宏（消化器）
岡田正夫（外科）

古谷野靖博（外科）

松田　智（上肢、末梢神経、マイクロサージャリ―、肩関節疾患、難治性骨折）
中村　功（脊椎脊髄疾患）
新井秀希（骨、軟部腫瘍）
藍葉宗一郎（整形外科）
小松幸子（整形外科）
藤澤多佳子（リウマチ）

滝　建志（形成外科全般）
倉島侑希（形成外科）　相阪哲也（形成外科）

村田　浩（皮膚悪性腫瘍）

草野義和（脳血管障害、脳血管内治療、脳神経外科）
兒玉邦彦（脳腫瘍、脳血管障害、脳神経外科、神経生理学的モニタリング）
荻原直樹（脳神経外科）

加藤晴朗（悪性腫瘍手術、尿道・尿路再建術）
飯島和芳（悪性腫瘍、腹腔鏡手術）
小口智彦（泌尿器科一般、神経因性膀胱）
山本哲平（泌尿器科一般）
下島雄治（泌尿器科一般）

羽場知己（泌尿器科一般）
塩﨑政史（泌尿器科一般）

村田　　浩

風間　淳（眼科）

大塚明弘（耳鼻いんこう科）
横溝道範（頭頸部外科）

酒井洋徳（口腔がん、デンタルインプラント、歯科口腔外科一般）
野池淳一（歯科、歯科口腔外科）
久保紀莉子（歯科、歯科口腔外科）

山本寛二（神経内科領域全般、脳卒中、パーキンソン病、認知症など）
田澤浩一（神経内科）
近藤恭史（神経内科）

中原　孝（心臓血管外科）

山田響子（緩和ケア内科）

南澤育雄（関節リウマチ）

森　　篤（悪性腫瘍）
西澤千津恵（不妊症、悪性腫瘍）
髙木偉博（婦人科内視鏡手術）
井吹ゆき（婦人科）

坂口　治（救急科）　佐藤貴久（救急科）
新川一樹（救急科）　片山延哉（救急科）

西村秀紀（乳腺、呼吸器、甲状腺）
小沢恵介（乳腺）
砥石政幸（呼吸器）
境澤隆夫（呼吸器）

橋田　巌（放射線治療 ※メタストロン外来）
松下大秀（放射線治療）
今井　迅（画像診断、IVR） 松下　剛（画像診断）

村田　　浩

新川　一樹 片山　延哉 新川　一樹

南澤　育雄

片山　延哉 新川　一樹

休診

村田　　浩 村田　　浩村田　　浩

○高田　　学
○林原　香織

－　　　
－　　　

○岡田　正夫
関　　仁誌

○高橋　祐輔
－　　　

宗像　康博
○佐近　雅宏
○下平　悠介

－　　　

○古谷野靖博
◆宗像　康博

－　　　
－　　　

○関野　　康
○関　　仁誌

－　　　
－　　　

○吉池　文明
■平井　一也
□後藤　憲彦

滝澤　秀典
○鈴木　祐介

－　　　

○滝澤　秀典
－　　　
－　　　

吉池　文明
○平井　一也

－　　　

○後藤　憲彦
　  鈴木　祐介

－　　　

○笠井　俊夫
○☆翁　　佳輝

－　　　

○西井　　裕
☆佐野　麻美

西井　　裕
－　　　

○渡邉　貴子
－　　　

渡邉　貴子
○▽佐野　麻美

☆西井　　裕
－　　　

○滝　　美波
－　　　
－　　　

掛川　哲司
☆山﨑　大樹

○掛川　哲司
－　　　

○山﨑　大樹
－　　　

○池田　宇一
☆小林　隆洋

笠井　俊夫

三浦　　崇
○小林　隆洋
☆翁　　佳輝

○☆三浦　　崇
－　　　
－　　　

○原　　悦雄
越知　泰英

☆関　亜矢子
○北畠　央之

金井　圭太
○宮澤　鷹幸

藤森　尚之
－　　　

○長谷部　修
○越知　泰英

櫻井　晋介
－　　　

★宮林　千春
○金井　圭太

北畠　央之
山崎　智生

長谷部　修
原　　悦雄

○櫻井　晋介
☆宮澤　鷹幸

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○境澤　隆夫

西村　秀紀

○境澤　隆夫

○西村　秀紀

○中原　　孝☆中原　　孝
（第２・3・４・5週）　　

交替制　　

○西村　秀紀

○砥石　政幸

○小沢　恵介

○藤澤多佳子
○中村　　功

松田　　智
－　　　

加藤　晴朗
山本　哲平

－　　　
－　　　
－　　　

加藤　晴朗
飯島　和芳

－　　　
－　　　
－　　　

■塩﨑　政史
□羽場　知己

飯島　和芳
山本　哲平

－　　　

小口　智彦
下島　雄治

－　　　
－　　　
－　　　

■小口　智彦
■羽場　知己
□下島　雄治
□塩﨑　政史
◆加藤　晴朗

○倉島　侑希
滝　　建志

○風間　　淳
－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

○酒井　洋徳
野池　淳一

－　　　

山本　寛二
○近藤　恭史

○◇佐近　普子
◇森　　　篤

－　　　
－　　　

◇村中　　愛
○◇森　　　篤

☆井吹　ゆき
☆髙木　偉博

○◇佐近　普子
－　　　
－　　　
－　　　

◇西澤千津恵
○◇井吹　ゆき

☆髙木　偉博
－　　　

田澤　浩一
○近藤　恭史

○山本　寛二
近藤　恭史

山本　寛二
○田澤　浩一

山本　寛二
○田澤　浩一

○◇非常勤医師（信州大学）
☆酒井　洋徳
☆久保紀莉子

○◇野池　淳一
○☆酒井　洋徳

久保紀莉子

○野池　淳一
○☆酒井　洋徳

－　　　

○◇野池　淳一
☆久保紀莉子

－　　　

大塚　明弘
横溝　道範

松下　大秀 ○橋田　　巌 松下　大秀 休診

休診

休診休診 ☆住　　昌彦

休診

休診

交替制

大塚　明弘
横溝　道範

大塚　明弘
横溝　道範休診

休診

休診

◇佐近　普子
○◇西澤千津恵

－　　　
－　　　

休診 休診 休診

休診 休診

☆加藤　修明

休診 休診◎◇山田　響子
（第3・5週のみ）※1・2・4週は交替制

休診

風間　　淳
○中村さち子

風間　　淳
○黒川　　徹

○風間　　淳
－　　　

○風間　　淳
－　　　

○草野　義和
荻原　直樹

草野　義和
○脳外科医師

○脳外科医師
兒玉　邦彦

草野　義和
○兒玉　邦彦

○滝　　建志
倉島　侑希

○滝　　建志
○相阪　哲也

○倉島　侑希
滝　　建志

○滝　　建志
倉島　侑希

○藤澤多佳子
小松　幸子

▲松田　　智
藍葉宗一郎

○新井　秀希
中村　　功
藤澤多佳子

☆藍葉宗一郎

新井　秀希
○藍葉宗一郎
▲中村　　功

－　　　

新井　秀希
小松　幸子

○松田　　智
－　　　

休診

診療科 月 火 水 木 金 常勤医（専門）

血 液 内 科

青沼架佐賜（発達、神経、循環器、心身症）
浅岡麻里（小児科一般）
塩入崇弘（小児科一般）
森田舞子（小児科一般）

小 児 科

呼 吸 器 内 科

消 化 器 内 科

循 環 器 内 科

腎 臓 内 科

内分泌・代謝内科

整 形 外 科

形 成 外 科

皮 膚 科

三浦　崇（足病変）休診 休診 休診休診フットケアセンター

泌 尿 器 科

眼 科

神 経 内 科

婦 人 科

（膠 原 病 外 来）
休診 休診 休診休診（リ ウ マ チ 科）

救 急 科

緩 和 ケ ア 内 科

耳 鼻 い ん こう 科
頭 頸 部 外 科

歯科／歯科口腔外科

外 科
消 化 器 外 科
肝臓・胆のう・膵臓外科

脳 神 経 外 科
（脳血管内治療科）

放 射 線 治 療 科
放 射 線 診 断 科

呼 吸 器 外 科
乳 腺 外 科

心 臓 血 管 外 科

○脳外科医師（交替制）

第２外来

長野市民病院
救急センター

当院では、「地域医療連携」を推進しております。
当院を受診される場合、かかりつけ医等からの紹介と予約が必要となります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

救急センターは 緊急時 いつでも紹介状不要です

8:30～17:30 担当医

地域がん診療連携拠点病院／地域医療支援病院／病院機能評価認定病院／
卒後臨床研修評価認定病院／二次救急病院／人間ドック健診施設機能評価認定病院

〒381-8551 長野市大字富竹1333番地1　TEL.026-295-1199（代表）　FAX.026-295-1148

TEL.026-295-1291（長野市民病院・医師会 急病センター）

（代表）

毎日19：00～翌6：00

上記以外の時間帯 TEL.026-295-1199

外来診療担当表は、1月31日現在で作成されております。担当医師が変更となっている場合もございますので、お問い合わせください。

TEL.026-295-1199お問い合わせ （紹介予約センターまで） （平日8：30～18：30）

塩入　崇弘
浅岡　麻里

－　　　

浅岡　麻里
青沼架佐賜

－　　　

塩入　崇弘
青沼架佐賜

－　　　

塩入　崇弘
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青沼架佐賜

▼浅岡　麻里

長野市民病院広報誌 2018年1月発行

ずっと、健康でいてほしい
～食生活から地域の皆さまを支えたい～

平成29年度

患者満足度調査

これからも安心・安全な

内視鏡検査・治療の提供を

登録医紹介

富竹クリニック［長野市富竹］

救急
診療
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http://www.hospital.nagano.nagano.jp/
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放射線治療
──切らずに治す がん治療の今──

○☆三浦　　崇
（13：30～）　　
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